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4. フーリエ級数
（信号の形状表現はフーリエ級数で）
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ラプラス変換のまとめ

関数f(t)の区間[a,∞)での無限積分が収束するとき、その値をF(s)とする。
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tの関数f(t)にsの関数F(s)を対応させる写像(変換)Lをラプラス変換という。

別の視点、二つの関数の集合F1とF2からラプラス変換を考えてみよう。

ラプラス変換の定義
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ラプラス変換存在の十分条件
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F(s)f(t) ]L[ を満足するf(t)はたくさんがある場合、そのグループから
1つの代表選んでf(t)とする。ここで、グループ内に連続関数があればf(t)
としては連続関数を選ぶ

逆ラプラス変換の定義
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逆ラプラス変換の性質

逆変換の基本公式
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5.1基本概念復習 5.1.1線形空間の定義



9

5.1.2 区分的連続の定義
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5.1.3 偶関数と奇関数
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5.2 関数空間

5.2.1 関数空間

を満たすので
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5.2.2 内積の定義
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5.2.3 直交系の定義
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例題1：

1)
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5.3 フーリエ級数

5.3.1 周期関数
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例題2：

1)
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例題3：
図示のような周期２πの周期関数がある。
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5.3.2 フーリエ級数
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例題4：
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宿題IV：

1)

2)

3) 次の関数のフーリエ級数展開を求めよ

xxxf 3coscos)()1 

xxf 2cos)()2 
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